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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
表表紙となる第１の用紙部分と裏表紙となる第２の用紙部分とが背部となる連結部分を介
して連接され、第２の用紙部分と連結部分の下辺は同じ線上にあるのに対して第１の用紙
部分の下辺はそれらの下辺より上方にあり、第１の用紙部分の下辺には折罫を介して延長
部分が連接されており、延長部分の内側側辺は第１の用紙部分と連結部分との境界線より
外側にあり、第１の用紙部分は、連結部分と延長部分の間において延長部分のコーナーか
ら連結部分のコーナーにかけて斜め又はＳ字状に切り欠かれた形状の突出部を有している
ことを特徴とする表装材。
【請求項２】
表表紙と裏表紙とこれらの間の連結部分とからなる表紙が本文をくるみ、連結部分が背部
でのり付けされるとともに、表表紙と裏表紙がそれぞれ喉部でのり付けされて製本された
無線綴本又はアジロ綴本であって、表表紙の下辺は本文及び裏表紙の下辺より上方にあり
、その表表紙の下辺には折罫を介して内側に折り返された延長部分が連接しており、当該
延長部分の内側側辺は本の背部より外側にあって、表表紙は、延長部分との境界の折罫の
内側端部から喉部下端の手前まで斜めに切り欠かれた形状の突出部を有していることを特
徴とする無線綴本又はアジロ綴本。
【請求項３】
表表紙となる第１の用紙部分と裏表紙となる第２の用紙部分とが連接され、第１の用紙部
分の下辺は第２の用紙部分の下辺より上方にあり、第１の用紙部分の下辺には折罫を介し
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て延長部分が連接されており、延長部分の内側側辺は第１の用紙部分と第２の用紙部分と
の境界線より外側にあり、第１の用紙部分は、第２の用紙部分と延長部分との間において
延長部分のコーナーから第２の用紙部分のコーナーにかけて斜め又はＳ字状に切り欠かれ
た形状の突出部を有していることを特徴とする表装材。
【請求項４】
表表紙と裏表紙とからなる表紙が本文をくるみ、背部で針金綴じされた中綴本であって、
表表紙の下辺は本文及び裏表紙の下辺より上方にあり、その表表紙の下辺には折罫を介し
て内側に折り返された延長部分が連接されており、当該延長部分の内側側辺は本の背部よ
り外側にあって、表表紙は、延長部分との境界の折罫の内側端部から背部下端の手前付近
まで斜めに切り欠かれた形状の突出部を有していることを特徴とする中綴本。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、表装材の形態で区分するところの並製本に関するものであり、その中でも特に
刷本の固定方法で区分するところの並製本、具体的には無線綴本又はアジロ綴本並びに中
綴本に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
一般に造本の観点からすると、印刷された刷本を所定のページに揃え、何らかの方法（接
着剤、金具、糸等）で固定し、装丁用材料でカバリングし、かつ規定の寸法に断裁した製
品（規定サイズに刷本を断裁したのちに、装丁用材料でカバリングする方法もある）を本
と称している。このような本の種類は種々雑多ではあるが、表装材の観点から分類すれば
、並製本、上製本、仮製本等に区分することができる。このうち並製本とは、印刷された
紙等の単一表紙で本文刷本をくるむ様式のものであり、大半のものが表紙と本文とを同一
寸法に化粧裁ちした形態を採っている。いわゆる雑誌類の殆どがこの様式であって、外国
ではソフトカバーと呼ばれている。この並製本に属するものとしては、無線綴本、アジロ
綴本、中綴本がある。
【０００３】
無線綴本とは、刷本の背部から２～３ｍｍを切削して接着剤で固定し且つ同じ接着剤で表
紙をくるんで貼っておき、仕上げ断ちをして製造されるものであり、またアジロ綴本とは
、製本機にかける前の段階にて刷本の背にスリット状の加工を施しておき、この刷本を製
本機にて丁合した後、背部に接着剤を塗布して表紙でくるんで貼っておき、仕上げ断ちを
して製造されるものであって、先の無線綴本より接着力が増すものである。また、中綴本
とは、順次丁合された刷本を表紙とともに針金綴じし、三方断裁して仕上げたものである
。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記した如き各種の並製本においては、通常は表表紙と裏表紙とからなる表装材を使用し
て表紙の部分を作製している。この表紙における表表紙の裏面は広告を掲載する場所とし
て一番目立つところであるが、従来の表装材を用いた表紙では紙面の広さが限られている
ため、大きさの点でデザイン上の選択幅が少なく、アピール効果を発揮できるデザインを
するにも限界があった。
【０００５】
本発明は、上記のような事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、デ
ザイン上の選択幅を広げた表紙を形成するための表装材を提供するとともに、併せてそれ
を使用した無線綴本又はアジロ綴本並びに中綴本を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するために、本発明に係る第１のタイプの表装材は、表表紙となる第１
の用紙部分と裏表紙となる第２の用紙部分とが背部となる連結部分を介して連接され、第
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２の用紙部分と連結部分の下辺は同じ線上にあるのに対して第１の用紙部分の下辺はそれ
らの下辺より上方にあり、第１の用紙部分の下辺には折罫を介して延長部分が連接されて
おり、延長部分の内側側辺は第１の用紙部分と連結部分との境界線より外側にあり、第１
の用紙部分は、連結部分と延長部分の間において延長部分のコーナーから連結部分のコー
ナーにかけて斜め又はＳ字状に切り欠かれた形状の突出部を有していることを特徴とする
。
【０００７】
上記第１のタイプの表装材を用いて無線綴本又はアジロ綴本が製造される。具体的には、
表表紙と裏表紙とこれらの間の連結部分とからなる表紙が本文をくるみ、連結部分が背部
でのり付けされるとともに、表表紙と裏表紙がそれぞれ喉部でのり付けされて製本された
無線綴本又はアジロ綴本であって、表表紙の下辺は本文及び裏表紙の下辺より上方にあり
、その表表紙の下辺には折罫を介して内側に折り返された延長部分が連接しており、当該
延長部分の内側側辺は本の背部より外側にあって、表表紙は、延長部分との境界の折罫の
内側端部から喉部下端の手前まで斜めに切り欠かれた形状の突出部を有したものが製造さ
れる。
【０００８】
また、本発明に係る第２のタイプの表装材は、表表紙となる第１の用紙部分と裏表紙とな
る第２の用紙部分とが連接され、第１の用紙部分の下辺は第２の用紙部分の下辺より上方
にあり、第１の用紙部分の下辺には折罫を介して延長部分が連接されており、延長部分の
内側側辺は第１の用紙部分と第２の用紙部分との境界線より外側にあり、第１の用紙部分
は、第２の用紙部分と延長部分との間において延長部分のコーナーから第２の用紙部分の
コーナーにかけて斜め又はＳ字状に切り欠かれた形状の突出部を有していることを特徴と
する。
【０００９】
上記第１のタイプの表装材を用いて中綴本が製造される。具体的には、表表紙と裏表紙と
からなる表紙が本文をくるみ、背部で針金綴じされた中綴本であって、表表紙の下辺は本
文及び裏表紙の下辺より上方にあり、その表表紙の下辺には折罫を介して内側に折り返さ
れた延長部分が連接されており、当該延長部分の内側側辺は本の背部より外側にあって、
表表紙は、延長部分との境界の折罫の内側端部から背部下端の手前付近まで斜めに切り欠
かれた形状の突出部を有したものが製造される。
【００１０】
【発明の実施の形態】
図１は無線綴本の表紙を形成するための表装材の一例を示す展開図、図２はその一部拡大
図であり、この表装材１０は表紙用のコート紙に両面印刷を行った後、打抜き機により図
示の外形に打ち抜くと同時に点線で示す折罫をすじ押しして作製される。
【００１１】
表装材１０は、図示のように表表紙となる第１の用紙部分１１と裏表紙となる第２の用紙
部分１２とが背部となる連結部分１３を介して連結されており、第２の用紙部分１２と連
結部分１３の下辺は同じ線上にあるのに対して第１の用紙部分１１の下辺はそれらの下辺
より寸法ａだけ上方にあり、第１の用紙部分１１の下辺には折罫αを介して延長部分１４
が連接している。また、延長部分１４の上下幅は第１の用紙部分１１と略同じであるが、
延長部分１４の左辺は寸法ｂだけ右方にある。そして、第１の用紙部分１１は、連結部分
１３と延長部分１４との間において延長部分１４の左上コーナーから連結部分１３の右下
コーナーにかけてＳ字状に切り欠かれた形状の突出部１５を有している。
【００１２】
表装材１０は製本機にかける前に、図３に示す如く延長部分１４を第１の用紙部分１１の
裏側に折り返した状態にしておく。そして、図４の如く延長部分１４を折り返した状態の
表装材１０を平綴製本機にかけて本文２０と一体とする。具体的には、まず刷本の束の背
部から２～３ｍｍを切削して接着剤で固定し、この接着剤を利用して表装材１０をくるん
で連結部分１３を貼り付ける。この場合、刷本と表装材１０は上辺側で突き揃えるように
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する。製本ライン上では、背のり工程の次に喉のり工程が続いており、直ちに第１の用紙
部分１１と本文の１頁目並びに第２の用紙部分１２と本文の最終頁の喉部（背から約５ｍ
ｍほど背に沿った領域）を貼る。貼り合わせる前の喉部の領域は図４で斜線で示した部分
Ｇである。この図４は刷本からなる本文２０に表装材１０を接着剤で背側を貼り付け喉部
を貼り付ける前の状態を示す説明図である。
【００１３】
次いで、断裁機により三方を化粧断ちし、図５（Ａ），（Ｂ）に示す無線綴本２５を製造
する。なお、図６は図５（Ａ）の一部拡大図である。この化粧断ちの際に、第１の用紙部
分１１における突出部１５の中程を通るようにして天地の地の断裁を行う。これにより、
第１の用紙部分１１と延長部分１４とが折罫αで繋がった状態を維持できる。なお、図５
（Ｂ）で点線で示した領域が接着剤で貼り合わせた背部と喉部である。
【００１４】
このようにして製造された無線綴本２５は、表表紙２６と裏表紙２７とこれらの間の連結
部分２８とからなる表紙が本文２０をくるみ、連結部分２８が背部でのり付けされるとと
もに、表表紙２６と裏表紙２７がそれぞれ喉部Ｇでのり付けされ、表表紙２６の下辺は本
文２０及び裏表紙２７の下辺より少し上方にあり、その表表紙２６の下辺には折罫αを介
して内側に折り返された延長部分２９が連接された状態のものとなる。そして、延長部分
２９の内側側辺２９ａは本の背部より外側にあって、表表紙２６は、延長部分２９との境
界の折罫αの内側端部から喉部Ｇ下端の手前まで斜めに切り欠かれた形状の突出部１５を
有したものとなる。
【００１５】
したがって、図７に示すように、表表紙２６を開いた後、延長部分２９を広げることで、
表表紙２６と延長部分２９を見開いて縦に長くなった状態にすることができる。このよう
に表表紙２６と延長部分２９を見開く際に、これらの間にある突出部１５により力が分散
されるので、繰り返し見開いても破れるのがある程度防止される。
【００１６】
なお、アジロ綴本は、製本機にかける前の段階にて刷本の背にスリット状の加工を施して
おく点だけが無線綴本と異なるので、アジロ綴本に本発明の表装材を適用するには上記無
線綴本の場合と同様にできる。
【００１７】
図８は中綴本の表紙を形成するための表装材の一例を示す展開図、図９はその一部拡大図
であり、この表装材３０は表紙用のコート紙に両面印刷を行った後、打抜き機により図示
の外形に打ち抜くと同時に点線で示す折罫をすじ押しして作製される。
【００１８】
表装材３０は、図示のように表表紙となる第１の用紙部分３１と裏表紙となる第２の用紙
部分３２とが連接され、第１の用紙部分３１の下辺は第２の用紙部分３２の下辺より寸法
ａだけ上方にあり、第１の用紙部分３１の下辺には折罫αを介して延長部分３３が連接し
ている。また、延長部分３３の上下幅は用紙部分３１と略同じであるが、延長部分３３の
左辺は寸法ｂだけ右方にある。そして、第１の用紙部分３１は、第２の用紙部分３２と延
長部分３３との間において延長部分３３の左上コーナーから第２の用紙紙分３２の右下コ
ーナーにかけてＳ字状に切り欠かれた形状の突出部３４を有している。
【００１９】
表装材３０は製本機にかける前に、図１０に示す如く延長部分３３を第１の用紙部分３１
の裏側に折り返した状態にしておく。そして、図１１の如く延長部分３３を折り返した状
態の表装材３０を中綴製本機にかけて本文４０と一体とする。具体的には、ギャザリング
チェーン上で刷本を順次丁合した後、表装材３０とともに針金で綴じ合わせる。この場合
、刷本と表装材３０は上辺側で突き揃えた状態にする。
【００２０】
次いで、断裁機により三方を化粧断ちし、図１２（Ａ），（Ｂ）に示す中綴本４５を製造
する。なお、図１３は図１２（Ａ）の一部拡大図である。この化粧断ちの際に、第１の用
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紙部分３１における突出部３４の中程を通るようにして天地の地の断裁を行うことにより
、第１の用紙部分３１と延長部分３３とが折罫αで繋がった状態を維持できる。
【００２１】
このようにして製造された中綴本４５は、表表紙４６と裏表紙４７とからなる表紙が本文
４０をくるみ、背部のところで針金Ｗ綴じされ、表表紙４６の下辺は本文４０及び裏表紙
４７の下辺より上方にあり、その表表紙４６の下辺には折罫αを介して内側に折り返され
た延長部分４８が連接されたものとなる。そして、延長部分４８の内側側辺４８ａは本の
背部より外側にあって、表表紙４６は、延長部分４８との境界の折罫αの内側端部から背
部下端の手前付近まで斜めに切り欠かれた形状の突出部３４を有したものとなる。
【００２２】
したがって、図１４に示すように、表表紙４６を開いた後、延長部分４８を広げることで
、表表紙４６と延長部分４８を見開いて縦に長くなった状態にすることができる。このよ
うに表表紙４６と延長部分４８を見開く際に、これらの間にある突出部３４より力が分散
されるので、繰り返し見開いても破れるのがある程度防止される。
【００２３】
なお、上記の説明では、表紙をめくってそれに連接する延長部分を広げる時に切れにくく
するため、表表紙となる用紙部分の下方にＳ字状になった突出部を設けたが、この形状は
特に限定されない。例えば、単に斜めにしてもよく、要は切れにくいように適宜設計すれ
ばよいことである。
【００２４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、表表紙の裏側に延長部分が折り返された無線綴本
又はアジロ綴本並びに中綴本ができるので、本のサイズの約２倍の縦長となった大きな紙
面を利用した絵柄を載せることができ、デザイン上の選択幅が広がった表紙を形成するこ
とができる。そして、大きな広告頁を提供することができることから、読者に強い印象を
与えることができるとともに、顧客（出版社、広告主）のニーズに対してより積極的に応
じることができる。しかも、表表紙と延長部分との境界部分に突出部を設けたので、繰り
返し見開いても破れるのをある程度防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】無線綴本の表紙を形成するための表装材の一例を示す展開図である。
【図２】図１の一部拡大図である。
【図３】図１に示す表装材の延長部分を折り返した状態を示す説明図である。
【図４】図３に示す表装材と本文を綴じ合わせた状態の説明図である。
【図５】断裁後の無線綴本を示す説明図で、（Ａ）は表側から見た図、（Ｂ）は裏側から
見た図である。
【図６】図５（Ａ）の一部拡大図である。
【図７】表紙の裏側にある延長部分を広げた状態を示す説明図である。
【図８】中綴本の表紙を形成するための表装材の一例を示す展開図である。
【図９】図８の一部拡大図である。
【図１０】図８に示す表装材の延長部分を折り返した状態を示す説明図である。
【図１１】図１０に示す表装材と本文を綴じ合わせる説明図である。
【図１２】断裁後の中綴本を示す説明図で、（Ａ）は表側から見た図、（Ｂ）は裏側から
見た図である。
【図１３】図１２（Ａ）のきちず拡大図である。
【図１４】表紙の裏側にある延長部分を広げた状態を示す説明図である。
【符号の説明】
１０　表装材
１１　第１の用紙部分
１２　第２の用紙部分
１３　連結部分
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１４　延長部分
１５　突出部
２０　本文
２５　無線綴本
２６　表表紙
２７　裏表紙
２８　連結部分
２９　延長部分
３０　表装材
３１　第１の用紙部分
３２　第２の用紙部分
３３　延長部分
３４　突出部
４０　本文
４５　中綴本
４６　表表紙
４７　裏表紙
４８　延長部分

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１２】

【図１３】
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